


あおもり親楽プログラムの作成にあたって

家庭は、子どもたちの健やかな育ちの基盤であり、家庭教育は、すべての教育の出発点です。し

かしながら、近年、少子化や核家族化、地縁的なつながりの希薄化等により、子育てや家庭教育を

支える環境は大きく変化しています。親が祖父母などから子育てを学ぶ機会が減るとともに、地域

の支えも弱まるなど、家庭教育を行うことが困難な社会になっているという指摘があります。

このようななかで、充実した家庭教育が行われていくためには、個々の家庭だけではなく、行政

や学校、支援団体、企業、地域住民など子育てに関わるさまざまな主体が協力し、ひとりひとりの

親が子どもの良さや個性に気づき、子どもの発達段階に応じた適切な関わりができるように�親の

学びと育ち�を支えていくことが課題となっています。

そこで、県教育委員会では、親同士の話し合いを通じて主体的に学び合う学習プログラム�あお

もり親楽プログラム�を、平成２４年度から対象別（乳幼児・小学生編、中・高校生編、支援者編、

特別編、特別編２）に作成し、令和２年度は、乳幼児・小学生編の改訂版を、令和３年度は、中・

高校生編の改訂版を新しいプログラムを追加し、発行しました。

今年度は、平成２６年度に作成した�あおもり親楽プログラム３〜支援者編〜�について、社会

状況の変化に伴う家庭教育の今日的課題に対応するため、内容を改訂することとしました。改訂に

あたっては、本県の家庭教育を取り巻く現状と課題を踏まえ、今後の家庭教育支援の在り方や、家

庭教育支援者に求められることなどについて、内容を修正したほか、家庭教育を支援する方々がよ

り活用しやすいプログラムになるよう工夫しております。

このプログラムを家庭教育支援に関連する研修や講座、保育所・幼稚園・学校等での保護者会や

ＰＴＡ研修会など、さまざまな機会に御活用いただくことで、支援者同士のつながりが深まり、家

庭教育支援の一層の充実につながることを期待します。

結びに、本プログラムの作成に御尽力をいただいた青森県家庭教育支援推進協議会委員の皆様に

心より感謝申し上げます。

令和５年３月

青森県教育庁

生涯学習課長 渡 部 泰 雄
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